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（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画(案)の策定等について 

 

昨年 11 月に策定した「阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画(中間のまとめ)」につ

いて、意見交換会等での意見等を参考に、「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり

計画(案)」として取りまとめましたので、まちづくり計画（案）等についての意見聴

取の状況等と合わせて、以下のとおり報告いたします。 

 

１ まちづくり計画（案）の概要 

阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（中間のまとめ）については、昨年 12 月

に、意見交換会やオープンハウスを開催し、地域住民等に報告し意見を伺うととも

に、意見交換会等での意見も参考に必要な修正等を加え、まちづくり計画（案）と

して取りまとめを行なった。（別紙１）（意見交換会等の概要は別紙２） 

 

２ まちづくり計画（案）の意見聴取の状況 

まちづくり計画（案）の策定に当たっては、意見募集の開始と合わせて、報告会

やオープンハウスを開催しご意見を伺うとともに、まちづくりだよりを発行して取

り組みの周知に努めた。（別紙２、別紙３） 

現在実施している意見募集の実施状況は以下のとおりである。 

① 募 集 期 間 平成 31 年１月 28 日（月）～２月 28 日（木） 

② 閲 覧 場 所 市街地整備課、阿佐谷地域区民センター 

③ 周 知 方 法 まちづくりだよりや区公式ホームページにより周知 

④ 提 出 方 法 窓口（市街地整備課等）、郵送、FAX、区ホームページ 

⑤ 意見の状況 ４件（平成 31 年２月 15 日現在） 

 

３ 今後のスケジュール(予定) 

平成 31 年 3 月～ 

平成 31（2019）年度 

まちづくり計画の策定 

地区計画（素案）の検討・策定 

 都市計画手続き・都市計画決定 

 
 
 



●まちづくり計画の位置付け ●まちづくり計画の構成イメージ

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）概要

平成29年7月策定
阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針

※「まちのグランドデザイン」（「杉並区まち
づくり基本方針」の地域別方針を補完）

※都市計画手法に関する基本的
な考え方等を記載
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杉並区まちづくり基本方針
（杉並区都市計画マスタープラン）

平成30年3月一部改定

分野別方針

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区
まちづくり計画

テーマごとのまちづくりの方針（まちづくりの方針、取組の方向性）

土地利用 安全・安心 みどり・景観 にぎわい

杉並第一小
学校

具体的な取組

〇地区計画制度（杉並区決定）

・街並み誘導型地区計画の活用

〇用途地域変更（東京都決定）

・用途地域変更について東京都と協議

〇高度地区の変更（杉並区決定） 等

〇道路基盤整備等

・主要生活道路（杉一馬橋公園通り）の拡幅整備

（杉並区）

・土地区画整理事業（個人共同施行） 等

都市計画手法の活用 関連する制度・事業

土 地 利
用

の 方 針

総合病院

けやき屋敷

N

杉並第一
小学校

まちの将来像

阿佐ヶ谷駅北東地区の現状・課題や地域の動き

現状・課題

JR阿佐ヶ谷駅

○阿佐ヶ谷駅等周
辺まちづくり方針等
の位置付けを踏ま
え、杉並第一小学校、
けやき屋敷、総合病
院と駅周辺の商業
施設・商店街を含む
区域を基本として、
地区計画等の策定
を検討する。

参考資料

※関連する上位方針や計画、地域の現状や課題等
を踏まえ、まちづくりの目標や方針、それらを実現
する手法（地区計画等の都市計画の決定、関連
する制度や事業の活用）を位置づける。

まちづくり計画の検討区域

検討区域を示す

裏面参照

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画の概要

【まちづくりの目標】

災害に強い安全・安心なまち / にぎわいや利便性が高まり、来街者が集うまち / 歴史と文化が調和したみどり豊かなまち

防災性・安全性の向上と、駅前にふさわしい都市機能の強化、みどりや住環境と調和したまちづくり

〇地域住民等への適切な情報提供
〇個人共同施行者との連携
〇施設建設に当たっての地域住民等の意見聴取等

まちづくり計画の実現に向けて

〇東京都等の関連機関に対する事業への協力要請
〇関連するまちづくり施策等との連携、ハード・ソフト

両施策の連携

=北東地区の課題=
〇震災時に甚大な被害が想定
〇道路基盤の改善
〇貴重なみどりの保全・創出
〇更新時期を迎えた複数の大規模

建築物等
〇駅前にふさわしいにぎわいの創出

○東京都市計画都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針

○杉並区基本構想

（１０年ビジョン）

まちづくり関連計画

・防災都市づくり推進計画

（東京都）

・道路整備方針

・杉並区景観計画 等

※阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針を反映するとともに、意見交換会等での意見などを踏まえた新たな視点を加える。

反映

■策定の目的

○阿佐ヶ谷駅北東地区については、総合病院と小学校の移転改築に伴う土地利用転換を契機として、教育環境の向上に加え
て、喫緊の課題である防災性・安全性の向上に資する道路基盤等の改善と、にぎわいなどの都市機能を強化し、あわせて
みどりや周辺の住環境とも調和したまちづくりを計画的に進めていきます。

○このため、「杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）」や「阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」等の方針や
関連計画等に基づき、これまでの意見交換会等での地域住民等の意見を踏まえ、地区計画制度の活用を柱とする「（仮称）阿
佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画」を策定し、総合的・一体的なまちづくりに取り組む。

○具体的な手法としては、地区計画制度（街並み誘導型地区計画）等の活用と、関連する主要生活道路の拡幅整備や個人共
同施行による土地区画整理事業等を想定。

〇本計画については、事業の進捗状況等に応じて、適宜適切な見直しを行う。

※「まちづくり計画（案）」は、昨年11月に策定した「まちづくり計画（中間のまとめ）」と同じ内容ですが、12月に開
催した第8回意見交換会等でのご意見も参考に、今後のまちづくりの進め方などに修正を加え、取りまとめたものです。



(まちづくりの方針） (取組の方向性）

●土地利用の見直し

杉並第一小学校跡地及び病院移転用地については、土地利用の見直し（用途地域変更や

容積率変更）を検討。

●街並み誘導型地区計画の活用

地区全域で「建築物の高さ制限」「壁面の位置の制限」「壁面後退区域の工作物の設置

制限」等、街区特性やまちづくりへの貢献等を考慮した建築物等のルールを策定。

【商店街ゾーン】（新進会商店街等）

▶快適な買い物環境の向上や店舗の連続性など魅力的な街並み形成

●街並み誘導型地区計画の活用

「建築物の高さの制限」「壁面の位置の制限」「壁面後退区域の工作物の設置制限」等

のルールを策定。なお、ルールの策定に当たっては、商店街の方にご意見を伺いながら、

適切な制限内容を検討。

【大規模敷地ゾーン等】

▶多様な都市機能の向上、みどりや周辺の住環境との調和

▶各街区の特性に応じた土地利用の誘導

▶みどりと融合した景観づくりの推進土地利用

▶周辺道路基盤の整備による防災性と歩行者等の安全性の向上（※）

●区の道路事業や個人共同施行の土地区画整理事業の施行

・杉一馬橋公園通り等の拡幅整備等により交通の円滑化など道路環境の課題解決を図る。

・３つの大規模敷地の沿道敷地における歩道状空地の整備や無電柱化の検討等を進める。

・道路基盤整備と敷地の整序による総合病院や小学校の移転改築の着実な実施。

●街並み誘導型地区計画の活用

新進会商店街通りについては、地区計画の適切な運用により、建築物の建替え時等に段階的

に歩行空間を確保。

●区の関連施策との連携

・杉一馬橋公園通り等の区道について、自転車通行空間の整備に努める。

・水害対策については、施設建設時の雨水浸透・貯留施設の設置の誘導 等

安全・安心
▶地域医療拠点の集約化・機能向上（※）

▶災害に対する地域の安全性の向上（※）

（※）阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

●土地利用の見直し等

けやき屋敷の屋敷林については、用途地域変更（容積率変更を想定）や地区計画制度（地区

施設の設定や緑化率等）を活用し、将来にわたって可能な限り保全。

●都区の緑化制度の活用

・地区計画制度の活用とともに東京都や杉並区の緑化基準の運用により、可能な限り敷地や建

築物の緑化に努める。

・「東京における自然の保護と回復に関する条例」に基づく自然環境調査の実施等

●保全した屋敷林の維持管理等

けやき屋敷の屋敷林をできる限り保全するとともに、地域への開放や維持管理について、今

後、地権者・病院運営法人と協議・調整を行う。

●杉並区景観計画の運用

杉並区景観計画等の適切な運用により、みどりや歴史と調和した魅力的な景観づくりを進める。

みどり・景観

▶屋敷林のみどりの保全と周辺環境との調和（※）

▶新たなみどりの創出とネットワーク化（※）

（※）阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

▶みどりや歴史と融合した景観づくり

テーマごとのまちづくりの方針（概要）

●土地利用の見直し（用途地域変更を想定）や地区計画制度の活用

・杉並第一小学校跡地について一体な街区として用途地域変更を検討するとともに、街並み誘

導型地区計画による建築物等のルールを定め、良好な街並み形成に資する施設建設を誘導。

・新進会商店街通り等については、街並み誘導型地区計画を活用した魅力的な街並み形成や歩

行者優先化等に取り組む。

●地域や関係機関等との連携

・小学校跡地活用について、民間のノウハウをより有効に活用した新たなにぎわいの拠点づく

りについて、今後、地域関係者等からのご意見を伺いながら、検討を行う。

・鉄道事業者等と連携し、高架下通路や高架下北側通りの環境改善を進める。

にぎわい

▶杉一小跡地等におけるにぎわいの拠点づくり（※）

▶商店街周辺の歩いて楽しいまちづくり（※）

（※）阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

▶駅周辺にふさわしいにぎわい創出（※）

阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針については、杉並区公式ホームページでご覧になれます。 （アドレス www.city.suginami.tokyo.jp ） 【検索方法】 トップページ → くらしのガイド → まちづくり → まちづくり → 阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり



（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画

（案）

平成31年1月

杉並区都市整備部

別紙１

【中間のまとめからの主な修正事項】

〇第8回意見交換会及びオープンハウスの概要の追記（P14）

〇今後のスケジュールの記載事項の更新（P15）

〇第8回意見交換会及びオープンハウスでの意見要旨の追記（P16）



１.（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画の目的、位置付け等

平成29年7月策定
阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針

※「まちのグランドデザイン」

（「杉並区まちづくり基本方針」

の地域別方針を補完）

※都市計画手法に関する

基本的な考え方等を記載
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杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）
平成30年3月一部改定

分野別方針

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区
まちづくり計画

まちづくり計画の位置付け 杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）（抜粋）

■周辺沿道のきめ細かい延焼遮断機能の構築

第５章 地域別方針（４阿佐谷地域）

３ 阿佐ヶ谷駅周辺及び南阿佐ヶ谷駅周辺の一体的な生活拠点の形成

３－１ 阿佐ヶ谷駅周辺の地域生活拠点の充実

●駅北東地区については、大規模敷地における土地利用転換を契機として、防災

性と安全性の向上に資する道路基盤等の改善と、にぎわい・文化・交流・教育・

医療などの都市機能の強化を図り、あわせてみどりや周辺の住環境とも調和した

まちづくりを計画的に推進します。移転する小学校の跡地については、駅至近の

立地を生かし、一体的な街区として土地利用の見直しを行うことにより、新たな

にぎわいの拠点づくりを検討します。また、屋敷林を含む区域については、総合

病院の移転改築に際して、計画的に高度利用を図るとともに、地区計画制度等の

活用により、地域のシンボルとして将来にわたってみどりを保全し、周辺環境と

の調和を図ります。

●新進会商店街通りについては、地区計画制度を活用した魅力的な街並み形成等

により、買い物環境の向上等に取り組みます。

阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針（抜粋）

５．取組の重点化

重点的取組（１）阿佐ヶ谷駅北東地区のまちづくり

防災性・安全性の向上と、駅前にふさわしい都市機能の強化、みどりや住環境と

調和したまちづくり

●総合病院と小学校の移転改築に伴う土地利用転換を契機として、防災性と安全

性の向上に資する道路基盤等の改善と、にぎわい・文化・交流・教育・医療など

の都市機能を強化し、あわせてみどりや周辺の住環境とも調和したまちづくりを

計画的に推進します。

※『阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針』は『杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マス
タープラン）』の地域別方針（阿佐谷地域）を補完し、おおむね20年後の未来を視野に入れた
もので、まちの将来像やその実現のための取組の方向性を示す「まちのグランドデザイン」と
して、区民・事業者・行政が共有するものとなっています。

１

策定の目的

反映反映

○阿佐ヶ谷駅北東地区については、総合病院の移転改築の考えが示されたことを踏まえ、教育環境の向上を図ることを第一とし、あわせて地

域の喫緊の課題である防災性・安全性の向上に資する道路基盤等の改善とともに、将来に向けて、にぎわいなどの都市機能を強化するととも

に、みどりや周辺の住環境とも調和したまちづくりを計画的に進めるため「杉並第一小学校等施設整備等方針」を策定しました。

○このため、「杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計画マスタープラン）」や「阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」等、関連する方針や計画に

基づき、これまでの意見交換会等における地域住民の意見等を踏まえ、地区計画制度の活用を柱とする「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづく

り計画」（以下「まちづくり計画」という。）を策定し、総合的・一体的なまちづくりに取り組みます。



凡例

まちづくり計画の
検討区域

○阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針等の位置付けを踏まえ、杉並第一小学校、けやき屋敷、総合病院と駅周辺の商業施設・商店街を

含む区域を基本として、地区計画等の策定を検討します。

けやき屋敷

杉並第一
小学校

阿佐谷
児童館

総合病院

ＪＲ阿佐ヶ谷駅

至 馬橋公園

新進会商店街通り

２．まちづくり計画の検討区域

２

【対象】

杉並区阿佐谷北一丁目
３・４・５・６・７番地内
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阿佐ヶ谷駅

３．阿佐ヶ谷駅北東地区の現状と課題

けやき屋敷

①杉並第一小学校

・歴史と伝統ある小学校
(区内最古創立明治８(1875)年)
・築年数が経過、校舎・校庭とも
に区内最狭
(敷地面積約5,500㎡）

杉並第一小学校

④新進会商店街
・商店、飲食店、事務所等が並ぶ

⑤ビーンズ阿佐谷
・高架下の商店街
（平成29年７月リニューアル・オープン）

総合病院

③河北総合病院
・区内最大の病床数(407床)
・延床面積20,410㎡
・一日の外来患者数 約752人
・年間救急車搬送件数7,448台
・増築等で機能分散、一部建物が更新時期

※いずれも本院と分院の合計（2017年度） 出典:河北総合病院公式ウェブサイト

JR阿佐ヶ谷駅

高架下北側通り

②けやき屋敷
・貴重な屋敷林

北東地区は、杉並区まちづくり基本方

針（杉並区都市計画マスタープラン）

において地域生活拠点に位置付けられ、

一日平均45,642人（2017年度）の

乗車客数を有するJR中央線阿佐ヶ谷

駅の北東に位置し、補助幹線道路であ

る中杉通り（補助第133号線）沿道の

立地に、歴史と伝統ある小学校のほか、

総合病院や、病院方向へ向かう商店街、

大規模な屋敷林等が集積している。

【土地利用の現状】

３



一方通行

④中杉通り(補助第133号)
(計画幅員：20m)

【区域内の道路の現状】

凡 例
㋐防災生活道路

<防災都市づくり推進計画(東京都)>
㋑主要生活道路の優先整備路線
<すぎなみの道づくり(道路整備方針)>
㋒自転車ネットワーク路線
(優先整備路線)
<杉並区自転車ネットワーク計画>

＝一方通行

※1平成28(2016)年2月1日(火)7時～19時の交通量調査
※2については、河北総合病院本院と分院の合計(2017年度)
出典：河北総合病院公式ウェブサイト

JR阿佐ヶ谷駅

けやき屋敷
杉並第一小学校

総合病院

高架下北側通り

⑤高架下北側通り ㋒
(幅員：1.6～4.7m)

・歩行者数：5,405人 ※1
・歩行者通行量が多く裏道的
雰囲気

③杉一・けやき屋敷の間道路

(幅員：5.3～5.7m)
・杉一小通学路

河北総合病院付近世尊院前交差点手前世尊院前交差点出口

①杉一馬橋公園通り(幅員：約4.5～6m未満) ㋐ ㋑ ㋒
・幅員：約4.5～6m未満 ・車両通行量：1,476台（中杉通り出口) ※1
・歩道のない一方通行で通学路
・災害時の一時避難地である馬橋公園方向へのアクセス向上や避難路の確保、周辺の消防活動の円滑
化、歩道設置による通学路としての安全性向上、自動車交通の円滑化等の観点から、主要生活道路と
して拡幅・相互通行化が必要

⑥病院周辺道路
・病院への車両等通行

【写真上】病院西側道路
(幅員：3.7～5.5m)

【写真下】病院東側道路㋒
(幅員：約6.4m)

②新進会商店街通り
(幅員：約4.5m)

・自動車交通量：1,075台 ※1
・年間救急車搬送件数：7,448台 ※2
・買い物や通院等の歩行者のほか、
救急車両を含む病院関係車両、
馬橋公園方面（北東）や中央線
南側への通過車両等が集中

４



４.まちづくりの課題

（課題１） 震災時に甚大な被害が想定

・北東地区を含む阿佐谷北一丁目一帯は、杉並区まちづくり基本方針（杉並区都市計

画マスタープラン）の防災まちづくり方針において、防災機能の重点強化地域に位置

付けられています。また、東京都の地震に関する地域危険度測定調査（第8回）にお

いて、阿佐谷北一丁目の総合危険度（建物倒壊の危険性、火災の発生による延焼の危

険性、災害時活動困難度を加味して総合化したもの）は都内5177町丁目中306位

（危険度ランク5段階中4）です。加えて、東京都防災都市づくり推進計画の整備地

域（阿佐谷・高円寺周辺地域）内に位置するなど、震災時に甚大な被害が想定されて

います。

・なお、平成29年度に公表した、区の地震被害シミュレーションでは、首都直下地

震発生時に対象地区の多くの範囲で震度６強の被害が予測されており、その周辺にお

いては甚大な焼失被害を受ける恐れがあるため、防災・減災対策が喫緊の課題です。

▼ 総合危険度ランク図

（課題２）道路基盤の改善

北東地区及びその周辺道路については、その多くが幅員6ｍ未満の道路で構成されています。特に災害時における当地区を含む

周辺住宅地における消防活動が困難であることや、一時避難地に指定されている馬橋公園へのアクセス性の向上、年間7,448台

の総合病院への救急車両の通行、一日約1,000台の交通量がある新進会商店街通りの交通負担の軽減などが課題です。

（課題３）貴重なみどりの保全・創出

北東地区及びその周辺は、駅至近にありながら、けやき屋敷はもとより、中杉通りのケヤキ並木や社寺地のみどりなど、まと

まったみどりを有しています。このため、将来にわたり、当地区のみどりの保全・創出を図り、周辺環境や景観と調和した魅力

的な街並み形成を図る必要があります。

（課題４）更新時期を迎えた複数の大規模建築物等

北東地区の多くは、駅至近の特性を踏まえ商業地域（防火地域）や近隣商業地域に指定されていますが、道路基盤や法規制によ

り建物の機能更新が難しく、都市計画に定める適正な土地利用が行われていない状況です。

（課題５）駅前にふさわしいにぎわいの創出

駅至近の幹線道路沿道の立地性を踏まえ、商業・業務などの多様な都市機能の集積を図るとともに、地域生活拠点に相応しい密

度の土地利用を誘導し、良好な街並み形成を図る必要があります。
５

出典：地震に関する地域危険度測定調査（第8回）



２．阿佐ヶ谷駅北東地区のまちづくりの取組 （３）まちづくり計画の構成(イメージ）

〇「杉並区まちづくり基本方針」や「阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」等に基づき策定するものであり、阿佐ヶ谷駅北東地区におけるまちの将来像やまちづくりの

目標、まちづくりの方針、具体化の手法等で構成しています。

〇地区計画や用途地域変更等の都市計画手法の活用や区の道路事業、関連する制度・事業の活用により、その具体化を図るものとします。

阿佐ヶ谷駅北東地区の現状・課題や地域の動き

現状・課題

防災性・安全性の向上と、駅前にふさわしい都市機能の強化、みどりや住環境と調和したまちづくり

【まちづくりの目標】

災害に強い安全・安心なまち / にぎわいや利便性が高まり、来街者が集うまち / 歴史と文化が調和したみどり豊かなまち

個別テーマ（目標、方針、取組の方向性）

土地利用 安全・安心 にぎわいみどり・景観

まちの将来像

〇地区計画制度（杉並区決定）

・街並み誘導型地区計画の活用

〇用途地域変更（東京都決定）

・道路基盤整備と地区計画策定を前提に、用途地域変更

について東京都と協議

〇高度地区の変更（杉並区決定） 等

都市計画手法の活用

〇道路基盤整備等

・主要生活道路（杉一馬橋公園通り）の拡幅整備（杉並区）

・土地区画整理事業（個人共同施行） 等

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画の実現

関連する制度・事業

具体化の手法

５.まちづくり計画の構成

６



阿佐ヶ谷駅北東地区のまちづくりの方針図

まちづくり計画は、阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の重点的取組

に定める「まちづくりの方針図」をもとに、検討を行います。

に
ぎ
わ
い
の
拠
点

みどりと調和した

地域医療拠点

商店街周辺
のにぎわい阿佐ヶ谷

駅前
にぎわいの軸

に
ぎ
わ
い
の

拠
点

小学校

（移転改築）

６．まちの将来像やまちづくりの目標、個別のまちづくりの方針の考え方

【まちの将来像】

防災性・安全性の向上と、駅前にふさわしい

都市機能の強化、みどりや住環境と調和した

まちづくり

〇「まちの将来像」や「まちづくりの目標」を踏まえ、４つの個別テーマ（土地利用、安全・安心、みどり・景観、にぎわい）を設定し、各テーマに対応

したまちづくりの方針や取組の方向性を明らかにします。

○個別テーマ（土地利用、安全・安心、みどり・景観、にぎわい）の構成は以下のとおりとします。

▶まちづくりの方針…阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の位置付け等を基本に、意見交換会での意見等を踏まえ定めます。

▶取組の方向性…まちづくりの方針を実現するための具体的な手法や進め方などを明らかにします。

【４つの個別テーマ】

〇土地利用（大規模敷地ゾーン、商店街ゾーンに区分）

〇安全・安心

〇みどり・景観

〇にぎわい
※上記の各テーマに対応した「まちづくりの方針」と「取組の方向性」
を定めます。

【まちづくりの目標】

〇災害に強い安全・安心なまち

〇にぎわいや利便性が高まり、来街者が集うまち

〇歴史と文化が調和したみどり豊かなまち

７

出典：阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針



(まちづくりの方針）

●杉一馬橋公園通り等の道路基盤の改善と、にぎわい・文化・交流・教育・医療などの多様な

都市機能の向上。みどりや周辺の住環境とも調和したまちづくりを計画的に推進します。

●病院や小学校移転用地（街区B、C）など各街区の特性に応じた土地利用を誘導します。

●杉並区景観計画等の運用により、みどりと融合した魅力的な景観づくりを進めます。

（取組の方向性）

●杉並第一小学校跡地（街区Ａ）及び病院移転用地（街区Ｂ）については、土地利用の見直し

（用途地域変更や容積率変更）を検討します。

●地区計画制度を活用し、「建築物の高さ制限」や「壁面の位置の制限」、「壁面後退区域の

工作物の設置制限」等、街区の特性に応じた建築物等のルールを定め、良好な街並み形

成に資する施設を誘導します。

●なお、これらのルールについては、各街区ごとの土地利用特性やまちづくりへの貢献等に

応じた、適切な制限内容となるよう検討を行います。

杉並第一
小学校

けやき屋敷
（街区B）

７.個別テーマのまちづくりの方針と取組の方向性（土地利用）

〇検討区域を小学校や総合病院等の土地利用転換が行なわれる３つの大規模敷地などの「大規模敷地ゾーン」と、駅至近にある新進

会商店街通りを中心とした「商店街ゾーン（新進会商店街）」の２つに区分し、その上で、それぞれのゾーンごとの街区の特性等を

踏まえたまちづくりの方針や取組の方向性を定めます。

（まちづくりの方針）

●土地の有効利用や建物更新を促進し、歩いて楽しいまちづくりにつながる快適で安

全な買い物環境の向上や店舗の連続性などの魅力的な街並み形成を図ります。

(取組の方向性）

●街並み誘導型地区計画を活用し、「建築物の高さ制限」や「壁面の位置の制限」、

「壁面後退区域の工作物の設置制限」等のルールを定め、建築物等の建替えの際に歩

行空間の確保や良好な街並み形成を図ります。

●これらのルールについては、商店街関係者等の意見聴取を踏まえつつ、適切な制限

内容となるよう検討を行います。

大規模敷地
ゾーン

商店街ゾーン
（新進会商店街）

【土地利用】

（街区A）

（街区C）

８

総合病院

ＪＲ阿佐ヶ谷駅



８.個別テーマのまちづくりの方針と取組の方向性（安全・安心）
（まちづくりの方針） ※阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

▶周辺道路基盤の整備による防災性と歩行者等の安全性の向上

・総合病院と小学校の移転改築を契機として、土地区画整理事業等の手法を活用し、主要

生活道路である杉一馬橋公園通りの拡幅（車道・歩道を合わせて幅員９ｍ）・相互通行

化と周辺区道等の拡幅・付替えを行います。これにより、災害時の一時避難地である馬

橋公園方面へのアクセス向上や避難路の確保、周辺の消防活動の円滑化、歩道設置によ

る通学路としての安全性向上、自動車交通の円滑化等を図ります。（※）

・新進会商店街通り等については、地区計画制度を活用し建替えの際に建物の壁面後退を

誘導するほか、並行する杉一馬橋公園通りの拡幅により商店街への車両の流入を減らすこ

とで、歩行者等の安全性・快適性の向上を図ります。（※）

▶地域医療拠点の集約化・機能向上

・総合病院の移転改築により、医療施設の集約化と機能向上を図ります。また、中杉通り

から病院への救急車両等のアクセスを改善します。（※）

▶災害に対する地域の安全性の向上

・小学校の移転改築を契機として、震災時に甚大な被害が想定される地域内に新たなオー

プンスペースを創出し、災害に対する地域の安全性向上を図ります。（※）

みどりと調和した地
域活性化拠点づくり

馬橋公園（一時避

難地）方面へ

区役所、善福寺川緑地・和田堀

公園（広域避難場所）方面へ

主要生活道路
の拡幅と相互
通行化

地域医療拠点
の集約化・機
能向上

地区計画制度を活用
した壁面後退の誘導

周辺区
道等の
拡幅や
付替え

社寺
地

けやき
公園

駅前
広場

地域医療拠点

震災救援所（小学校）

公園、駅前広場、社寺地

防災の軸

避難場所等＜地図範囲外＞

周辺区道等

（取組の方向性）

●区の道路事業により、主要生活道路の優先整備路線に位置付けられた、杉一馬橋公園通りの拡幅整備を行います。あわせて、個人共同

施行の土地区画整理事業と連携し、３つの大規模敷地周辺の道路拡幅整備等を通じ、地区内の交通の円滑化など道路環境の改善を図りま

す。また、これらの整備とあわせて、沿道敷地における歩道状空地の整備や無電柱化の検討等による安全で快適な道づくりを進めます。

●新進会商店街通りについては、街並み誘導型地区計画を活用し、建物の更新に応じて、段階的に歩行空間を確保することで、快適で安

全な買い物環境の向上を目指します。

●個人共同施行の土地区画整理事業による公共施設整備や敷地の整序により、地域医療拠点である総合病院の機能更新や小学校の移転改

築を順次進めることで、地域の防災性・安全性の向上を図ります。

●「杉並区自転車ネットワーク計画」の自転車ネットワーク路線(優先整備路線) に位置付けられた杉一馬橋公園通り等の区道については、

歩行者の安全性を高める自転車通行空間の整備に努めます。

●北東地区内の狭あい道路については、杉並区狭あい道路拡幅事業における整備地区の位置付けを踏まえ、戸別訪問などにより、制度を

周知し、道路の拡幅整備を進めます。

●水害対策について、施設建設に当たり「杉並区雨水流出抑制施設設置指導要綱」を踏まえ、適切な雨水浸透・貯留施設の設置を誘導し

ます。また、下水道について、東京都下水道局と連携し、施設の拡充を図るとともに浸水対策に関する情報提供に努めます。

９

出典：阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針



９.個別テーマのまちづくりの方針と取組の方向性（みどり・景観）

（まちづくりの方針） ※阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

▶屋敷林のみどりの保全と周辺環境との調和

・総合病院の移転改築に際して、土地利用の見直しと地区計画制度等

の活用により、地域のシンボルであるけやき屋敷のみどりを将来にわ

たって可能な限り保全し、周辺環境との調和を図るとともに、地域住

民や病院、商店街を訪れる人にもさらに親しまれるみどりとして、地

域への開放を検討します。（※）

▶新たなみどりの創出とネットワーク化

・総合病院や小学校の移転改築等を契機として、新たなみどりのネッ

トワーク創出を図ります。（※）

・中杉通り、社寺地等を活用したみどりのネットワーク化を進め、駅

前でありながら快適で潤いのある空間づくりに取り組みます。（※）

・建築物の機能更新等に当たっては、阿佐谷の土地の歴史やみどりを

活かした景観づくりに取り組みます。

（取組の方向性）

●けやき屋敷の屋敷林については、用途地域変更（容積率変更）や地区計画制度を活用し、地域のシンボルであるけやき屋敷のみど

りを将来にわたって可能な限り保全することで、周辺環境や景観との調和を図ります。加えて、地域住民や病院、商店街を訪れる人

にもさらに親しまれるみどりとして、地域への開放を検討します。

●なお、保全した屋敷林の地域への開放等については、今後、病院計画の検討などの過程において、地権者・病院運営法人と協議を

行い、適切な維持・管理の方法などを検討します。

●土地区画整理事業等の実施に当たっては、東京都の「自然の保護と回復に関する条例」に基づく自然環境調査等を行い、けやき屋

敷の屋敷林等における自然環境に配慮し、可能な限りのみどりの保全等につながる事業計画を検討します。

●地区計画制度の活用（地区施設や緑化率等）や東京都及び杉並区の緑化基準の運用により、可能な限り敷地や建物の屋上、壁面等

の緑化に努めます。

●道路整備や建築物の機能更新等に当たっては、杉並区景観計画等の適切な運用により、検討対象区域内のみどりと調和した魅力的

な景観づくりを進めます。

阿佐ヶ谷駅

屋敷林のみどりの
保全と周辺環境と
の調和

みどりと調 和し
た地域活性 化の
拠点づくり

総合病院・小学校の移転
改築等を契機とした新た
なみどりの創出とネット
ワーク化

社寺地

けやき公園

地域のシンボルとなる
みどりの拠点・軸

社寺地のみどり

新たなみどりの創出
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出典：阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針



１０.個別テーマのまちづくりの方針と取組の方向性（にぎわい）

（まちづくりの方針） ※阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の再掲

▶駅周辺にふさわしいにぎわい創出

・地域生活拠点であり、一日平均45,642人（2017年度）の乗車客数

を有するJR阿佐ヶ谷駅至近の幹線道路沿道という立地を活かし、土地

の有効利用や都市機能の向上を図り、駅周辺に相応しいにぎわい創出を

目指します。

▶杉一小跡地等におけるにぎわいの拠点づくり

・駅至近の立地を生かし、杉一小跡地を一体的な街区として土地利用

の見直しを行うことにより、民間のノウハウをより有効に活用した新

たなにぎわいの拠点づくりについて、検討します。（※）

▶商店街周辺の歩いて楽しいまちづくり

・新進会商店街通りでは、地区計画制度を活用した魅力的な街並み形成

や歩行者優先化等により、買い物環境の向上等に取り組みます。

・鉄道事業者等と連携し、高架下通路や高架下北側通りの環境改善を進

め、駅からけやき公園方面や中央線南北方向など、地域の回遊性向上を

図ります。（※）

（取組の方向性）

●駅至近の立地を活かし、杉並第一小学校跡地を一体な街区として土地利用の見直し（用途地域変更を想定）を図るとともに、街並

み誘導型地区計画を活用し、「建築物の高さ制限」や「壁面の位置の制限」等、街区の特性に応じた建築物等のルールを定め、良好

な街並み形成に資する施設の立地を誘導します。

●杉並第一小学校跡地の活用については、民間のノウハウをより有効に活用した新たなにぎわいの拠点づくりについて、今後、地域

関係者等からのご意見を踏まえながら、検討を行います。

●新進会商店街通り等では、街並み誘導型地区計画を活用した魅力的な街並み形成や歩行者優先化等により、買い物環境の向上等に

取り組みます。

●鉄道事業者等と連携し、高架下通路や高架下北側通りの環境改善を進め、阿佐ヶ谷駅から阿佐谷地域区民センター等が整備される

けやき公園方面や中央線南北方向など、地域の回遊性向上を図ります。

高円寺駅

方面の

にぎわい

阿佐ヶ谷

駅前の

にぎわい

阿佐谷新進会商店街通り

地区計画制度を活用した
魅力的な街並み形成等に
よる買い物環境の向上

小学校跡地等
を活用したに
ぎわいの拠点
づくり

みどりと調和
した地域活性
化拠点づくり

環境改善による
回遊性の向上

総合病院

にぎわい・地域

活性化の拠点

駅周辺のにぎわい

にぎわいの軸
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出典：阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針

高架下北側通り



１１.具体的な取組

●地区計画の活用等

・まちづくり計画を実現するため、都市計画法に定める地区計画制度を活用します。この制度は、まちの将来像を実現するため、

まちづくりの目標や方針、地区整備計画（建築物の制限等）等を、区が都市計画として決定するものです。

・地区計画に定めた建築物の制限等が適用されるのは、建築物の建替え時等です。また、本制度は届出・勧告を基本としますが、

建築物の制限は、条例として定めることで、建築確認申請の確認対象項目となります。

・当地区における地区計画については、一般型地区計画と併用し街並み誘導型地区計画を活用し、「建築物の高さ制限」や「壁面

の位置の制限」等のルールを定め、日影規制や斜線制限等の緩和の適用を検討します。なお、緩和に当たっては、建築基準法の

規定に基づき、特定行政庁の認定が必要です。また、街並み誘導型地区計画の策定とあわせて、高度地区（区決定）の変更につ

いても検討を行います。

●用途地域の変更

・本計画におけるまちづくりの方針を実現するために、杉並第一小学校跡地や総合病院の移転用地について、用途地域の変更を検

討する必要があります。用途地域（容積率や建ぺい率等を含む）は、都市計画法に定める地域地区のひとつです。

・用途地域変更に関する都市計画決定は東京都が行いますが、その際、杉並区が決定する地区計画とあわせて、まちづくり計画に

定めるまちの将来像と一致した土地利用の実現を図ります。

都市計画手法の活用

●みどりの保全・創出

・地区計画制度（地区施設や緑化率など）にあわせて、区の緑化推進事業（緑化計画書等の届出や接道部・屋上・壁面緑化助成、

みどりのベルトづくり、保護樹木等指定制度、市民緑地等）を活用し、対象地区のみどりの保全・創出を図ります。

●良好な景観の形成

・北東地区は杉並区景観計画のモデル地区（中杉通り沿道周辺地区）に位置していることを踏まえつつ、杉並区景観計画の運用に

より、地区計画における形態・意匠の制限とあわせて、歴史や文化、みどりと融合した良好な景観形成に取り組みます。

●狭あい道路の拡幅整備

・北東地区内の狭あい道路については、整備地区の位置付けを踏まえ、普及啓発や戸別訪問等により、拡幅整備への協力を求めます。

区の制度事業の活用
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１２.まちづくりを進めるにあたって

（１）地区レベルの都市計画である地区計画の策定や道路基盤整備等の実施に当たっては、地域住民や事業者への適

切な情報提供等を行い、理解と協力を得ながら進めていきます。

（２）土地区画整理事業の個人共同施行者（区、地権者、病院運営法人）との連携を図りつつ、まちづくりの基本と

なる道路基盤整備や敷地の整序等の計画的な推進等に取り組みます。

（３）土地区画整理事業等の進捗にあわせて計画される各街区での施設建設に当たっては、杉並区まちづくり条例の

適切な運用のもと、地域住民等への情報提供や意見聴取等を行いながら進めます。

（４）東京都等の関係機関に対しても、まちづくり計画の目的を共有し、事業等に対する協力を要請します。

（５）北東地区のまちづくり計画の推進に当たっては、狭あい道路拡幅整備など、区のまちづくり施策との連携のも

と進める。また、まちづくり計画の対象区域だけでなく、阿佐谷地域区民センターの移転改築に伴う「みどり

と調和した地域活性化の拠点づくり」を通じた回遊性向上など、周辺地域の課題も含めて、ハード・ソフトの

両施策の連携により検討します。

北東地区のまちづくりは、都市計画の決定や土地区画

整理事業の施行による道路基盤整備等の実施、それら

と並行して、順次行われる一連の施設建設により実現

されます。これらの事業は長期間に及ぶものであるこ

とから、まちづくり計画については、今後の事業進捗

の段階に応じて適宜適切な見直しを検討します。

まちづくり計画の実現を図るために地域住民、事業者、行政の連携により、以下のようにまちづくりを進めます。
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杉並区まちづくり
基本方針

(都市計画マスタープラン）

（平成30年3月一部改定）

阿佐ヶ谷駅等周辺

まちづくり方針

（平成29年7月）

まちづくりの進捗

意見交換会・意見募集等
での意見など

（仮称）阿佐ヶ谷駅
北東地区

まちづくり計画
の策定

（仮称）阿佐ヶ谷駅
北東地区

まちづくり計画
の改定

新たな項目
を追加等

都市計画決定や道路
事業、施設建設等の
進捗

適宜適切な
見直し

杉並第一小学校等

施設整備等方針

（平成２９年５月）

既存の方針等 意見交換会の開催等



１３.まちづくり計画の検討の経緯（意見交換会等の開催）

防災まちづくりイベント まち歩き（第１回） 事例見学（第２回） オープンハウス 意見交換会 １４

まちづくり計画を検討するにあたり、これまで以下の意見交換会等を開催してきました。

年度 取組 日 時 内 容

平成
29年度

防災まちづくりイベント 平成29年9月18日 都市の防災に関する有識者による講演、防災まちづくり等のパネル展示。

第１回意見交換会 平成29年11月19日 阿佐ヶ谷駅北東地区のまち歩きによる課題の共有と意見交換を行った。

第２回意見交換会 平成29年12月2日 地区計画や道路拡幅整備の先行事例の見学と意見交換を行った。
※まちづくり事例見学の実施（練馬駅南口地区、江古田北部地区）

オープンハウス 平成30年1月16、17、21、22日 第1～2回意見交換会の取組紹介（都市マス改定の説明会会場で開催）

第３回意見交換会 平成30年1月31日 商店街通りを中心とした「安全・安心」「にぎわい」等について説明し、意見交換
を行った。

第４回意見交換会 平成30年2月23日 区域内の道路（歩行空間や沿道緑化等）や街並み（建物高さ等）のあり方等について説明
し、意見交換を行った。

第５回意見交換会 平成30年3月20日 区域内の街並みのあり方（これまでの振返り、景観やみどり等）について説明し、意見交換
を行った。

平成
30年度

第６回意見交換会 平成30年8月29日 これまでの意見交換会の振返りやまちづくり計画の考え方、地区計画制度の
活用等について説明し、意見交換を行った。

第７回意見交換会 平成30年9月27日 これまでの意見交換会の振返りやまちづくり計画の考え方、地区計画制度の
活用等につい説明し、意見交換を行った。

オープンハウス 平成30年10月16、19、20日 主に第６～７回意見交換会で説明した内容をパネルにして展示し、来場者に区職員等が個
別に説明を行い、意見交換を行った。

第８回意見交換会 平成30年12月14日
まちづくり計画(中間のまとめ）とまちづくりルール（地区計画）のイメージについて説明を行
い、意見交換を行った。

オープンハウス 平成30年12月18日
主に第8回意見交換会で説明した内容をパネルにして展示し、来場者に区職員等が個別に
説明を行い、意見交換を行った。



今後も意見交換会やオープンハウス等の開催、まちづくりだよりの発行等により、地域への情報発信や意見聴取を行い

ながら、「まちづくり計画」の策定を目指します。あわせて、地権者等との協議などを行いつつ地区計画制度の活用等

の検討を進め、平成31年度（2019）の都市計画決定を目指します。

〇まちづくり計画や地区計画等の検討

〇区公式ホームページやまちづくりだよりの発行等による情報発信

平成29年
11/19開催 第１回意見交換会

12/02開催 第２回意見交換会

平成30年
01/16、17、21、22開催 オープンハウス

01/31開催 第３回意見交換会

02/23開催 第４回意見交換会

03/20開催 第５回意見交換会

08/29開催 第６回意見交換会

09/27開催 第７回意見交換会

10/16、19、20開催 オープンハウス

12/14開催 第8回意見交換会

12/18開催 オープンハウス

（中間のまとめ）意見交換会やオープンハウス
（案）報告会やオープンハウス、意見募集

１４.今後のまちづくりの進め方

平成30年11月 まちづくり計画（中間のまとめ）

平成31年1月 まちづくり計画（案）

意 見
交換等

平成31年度（2019）

地区計画等素案の検討・策定

都市計画手続・都市計画決定

意 見
交換等
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説明会等の開催

平成31年3月 まちづくり計画策定

都市計画決定・告示

地区計画（原案）

地区計画（素案）

地区計画（案）等

杉並区都市計画審議会
諮問・答申

・公告・縦覧
・意見提出
・説明会

・公告・縦覧
・意見提出
・説明会

・説明会開催

【建築制限条例の改定（区議会で審議）】

【参考】地区計画等策定の流れ（区決定）

都市計画法や杉並区まちづくり条例（※）
に基づく手続き [※地区計画原案関係]

【参考】土地区画整理事業（個人共同施行）

・まちづくり条例に基づく説明会

・認可申請 等



■日時・場所・来場者数
〇第8回意見交換会

日 時：平成30年12月14日（金） 19:00～20:30

場 所：阿佐谷地域区民センター 第6集会室 来場者：10名

〇オープンハウス

日 時：平成30年12月18日（火） 17:30～20:00

場 所：阿佐谷地域区民センター 第6集会室 来場者：15名

■意見要旨

【まちづくり全体について】

・意見交換会等に何度か参加しているので、北東地区のまちづくりの取組

の内容はおおむね理解している。（同様の意見 他２件）

・建築のルールは専門的な内容で難しい。

・地区計画策定の手順や意見聴取の方法を伺いたい。（同様の意見 他1件）

・北東地区まちづくりの現在の状況を確認することができた。今後も、

区のホームページ等で取組を確認したい。

・病院計画の出入口の位置による来院者等の動線は、商店街にとっても影

響が大きいと考える。

・できる限りという表現が多い。具体的な内容を知りたい。

【安全・安心について】

・杉一馬橋公園通りが９ｍになるのは大きな変化だと思う。

当面は新進会商店街の課題である「交通安全対策」について考えてほし

い。また、商店街東側の三差路は、見通しが悪く、自転車と車の事故が

何度か発生しており、信号を設置する等の対応を考えてほしい。

・商店街通りの道路について拡幅整備を行わないのは何故か。

・将来、杉一馬橋公園通りの拡幅整備等により、新進会商店街通りは緊急

車両が通らなくなるため、速度を上げて通過する車が増えるのではない

かと懸念している。

・杉一馬橋公園通りについて、北東地区は開発地側に一方後退であるが、

北東地区より東側はどのように整備するのか。

【みどりについて】

・地区計画の活用（緑化率、沿道緑化、保全緑地）の考え方は、みどりを

残す方法として良いと思う。

・けやき屋敷の屋敷林の保全について様々な意見があるが、そもそも私有

地のみどりではないのか。

・保全する緑地（病院改築用地）について、人が入れないように仕切り

などを考えるべきではないか。

・施設建設の際には、新たに植栽する樹種の選定も十分に配慮する必要が

ある。

・けやき屋敷南側の道路は砂利道や既存樹木は、そのままの形にしておい

てほしい。

【にぎわいについて】

・商店街のにぎわいはどのように考えるのか。

・商店街の将来を考えると、用途の制限は、あまり厳しくしない方がよい。

【地区計画について】

〇高さ制限

・新進会商店街の高さの制限の提案を、現在の商店街の一番高い建物に合

わせている理由を伺いたい。

・高さ制限の40m・60mといった提案がどの程度の高さになるのか、

イメージしづらい。

・病院の高さについて、みどりの保全や道路拡幅、歩道状空地を整備する

のであれば、ある程度の高さはやむを得ないと思う。

〇敷地面積の最低限度

・敷地面積の最低限度を決めるに当たっては、規模の小さい敷地に配慮を

してほしい。

【その他】

・病院計画はいつ示されるのか、伺いたい。

・ＪＲ高架下北側通路は広げて欲しい。

阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（中間のまとめ）について、第８回意見交換会やオープンハウスでいただいた主な意見（要旨）は、以下のとおりです。

（参考）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画(中間のまとめ）」に関する主な意見

１６



別紙２ 

 

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）等の意見聴取の状況 

 

１「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（中間のまとめ）」について 

○第８回意見交換会・オープンハウス 

 平成 30年 12 月 14 日（金）、12 月 18 日（火） 阿佐谷地域区民センター（出席 延べ 25 名） 

【主な意見】 

〇まちづくり全体について 

・意見交換会等に何度か参加しているので、北東地区のまちづくりの取組内容は概ね理解している。 

・地区計画策定の手順や意見聴取の方法を伺いたい。 

・病院計画の出入口の位置による来院者等の動線は、商店街にとっても影響が大きいと考える。等 

〇安全・安心について 

・当面は新進会商店街の課題である「交通安全対策」について考えてほしい。 

・将来、杉一馬橋公園通りの拡幅整備等により、新進会商店街通りは緊急車両が通らなくなるため、

速度を上げて通過する車が増えるのではないかと懸念している。 等 

〇みどりについて 

・地区計画の活用（緑化率、沿道緑化、保全緑地）の考え方は、緑を残す方法として良いと思う。 

・けやき屋敷の屋敷林の保全について様々な意見があるが、そもそも私有地のみどりではないのか。 

・施設建設の際には、新たに植栽する樹種の選定も十分に配慮する必要がある。 

・けやき屋敷南側の道路は砂利道や既存樹木は、そのままの形にしておいてほしい。等 

〇にぎわいについて 

・商店街のにぎわいはどのように考えるのか伺いたい。 

・商店街の将来を考えると、地区計画による用途の制限は、あまり厳しくしない方がよい。等 

 

２「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）」について 

○意見募集 平成 31 年 1月 28 日（月）～2月 28日（木）（実施中） 

○まちづくり報告会・オープンハウス 

 平成 31年 1月 28 日（月）、1 月 31 日（木） 阿佐谷地域区民センター （出席 延べ 13名） 

【主な意見】 

〇まちづくり全体について 

 ・行政と民間とが協力してまちづくりを進めることは、単に公共施設を建設するばかりでは得られな

いまちづくりの効果が地域に広がる可能性が期待でき、望ましいやり方であると思う。 

・「まちづくり計画（中間まとめ）」と「まちづくり計画（案）」の変更箇所を説明してもらいたい。 

・区が想定する用途地域変更の考え方を伺いたい。等 

〇土地利用について 

・運動場として地上部の空地を確保できることは、非常時の防災上の安全性の確保にも寄与するもの

と考える。 

・杉一小跡地の施設は決定していないとの事だが、地域の商店街への影響が大きいのではないか。 

・地区計画の条例を決めるのであれば、丁寧に意見を伺いながら進める必要があるのではないか。等 



〇安全・安心について 

・杉一馬橋公園通りの拡幅などの道路整備が行われ、非常時の消防活動が可能な道路ができること

は、まちづくりの将来像について大きな改善の見通しが立つこととなる。 

・杉一馬橋公園通りが北東地区まで拡幅された場合の「地震被害シミュレーション」を行うことは可

能なのか伺いたい。等 

〇みどりについて 

・個人的な空間であったけやき屋敷のみどりは、一部は伐採されるが、まとまって保存される部分が

あり、地域住民や来街者が、このみどりを楽しむことができるように開放されることが検討される

など、みどりを楽しめるまちの将来を想像できる。等 
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№6 平成３１年１月 

阿佐ヶ谷駅北東地区 

まちづくりだより 
日頃から、区のまちづくりにご理解、ご協力をいただき、ありがとうございます。 

平成２９年 11 月から開催した、阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり意見交換会では、「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東

地区まちづくり計画」（以下、「まちづくり計画」という。）の策定に当たり、北東地区内の皆さまなどからご意

見を伺うことを目的に、安全・安心、みどり、にぎわいなどのテーマについて、地区計画の活用によるまちづ

くりの提案なども交えながら意見交換を行ってまいりました。 

また、昨年１２月には、1 年間の意見交換会のまとめとして、第８回まちづくり意見交換会及びまちづくり

オープンハウスを開催し、「まちづくり計画(中間のまとめ）」などの説明を行い、ご意見を伺いました。 

この、「まちづくり計画(中間のまとめ）」については、第 8 回意見交換会等でのご意見などを踏まえ、     

「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）」として取りまとめ、今後、まちづくり報告会やオープン

ハウスの開催などを通じて、さらにご意見を伺ってまいります。 
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まちづくり計画（案）についてご報告します！ 

 まちづくり報告会 

平成３１年１月２８日（月） 

【開始】１９時００分(２０時３０分終了予定) 

<主な内容（予定）> 

まちづくり計画（案）の報告と意見交換 
 

オープンハウス 

平成３１年１月３１日（木） 

【開催時間】１７時３０分 ～ ２０時３０分 
※オープンハウスでは、まちづくり報告会でご説明した資料などを展示し、来場された皆さまに 

区の職員等が直接説明を行い、ご意見・ご質問等を伺います。 

開催時間中、ご都合のよい時間にお越しください。 
 

会 場：阿佐谷地域区民センター３階 第４集会室 
    ※両日とも同じ会場で開催しますが、開催時間が異なりますので、ご注意ください。 
 

対 象：まちづくり計画対象地区内の皆様（右上の図をご覧下さい） 
（お住まいの方、営業されている方、土地・建物の権利をお持ちの方） 

◇お車でのご来場はご遠慮ください。 

◇お子様をお預かりする体制がございませんので、あらかじめご了承ください。 

◇1/28 のまちづくり報告会は席に限りがあるため、満席の場合、立見となる場合がございます  

ので、あらかじめご了承ください。 

N 

凡 例 対象地区 

まちづくり計画対象地区 

意見募集について 

まちづくり報告会等の開催に合わせて、まちづくり計画（案）に関する意見募集を行います。 

意見募集の詳細については、3 ページ以降をご覧ください。 

ご意見記入欄（詳細は３ページをご覧ください） 

iwatani-shige
テキストボックス
別紙３-１
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 道路境界線 
これまでの取組（意見交換会の資料やまちづくりだより）は、杉並区公式 

ホームページでご覧になれます。 
 

検索方法（アドレス www.city.suginami.tokyo.jp） 

トップページ→くらしのガイド→まちづくり→まちづくり→阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり 

ＱＲコードはこちら 

杉並区 都市整備部 市街地整備課 地区計画係 

〒１６６－８５７０ 杉並区阿佐谷南１－１５－１ 

電話 03－3312－2111（内線３３７３） 

このまちづくりだよりの内容

に関する、ご意見・ご質問等は 

こちらまでご連絡ください。 

ご意見をお寄せください 

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）について 
 

■お住まい（対象地区については、右図を参照ください。） 

以下の該当する項目（対象地区の内・外。地区外の場合には

杉並区内・杉並区外）に〇をつけてください。 
 

対象地区内：（※杉並区阿佐谷北一丁目【  】番） 

（※）の項目は公表いたしません。 
 

対象地区外：杉並区内 ・ 杉並区外 

 

■お名前 

〔                         〕 

 

■ご住所 

〔                         〕 

※お名前・ご住所については公表いたしません。 

【ご意見の提出方法】 

ご意見の提出に当たっては、本用紙をご利用いただくか、本用紙を参考に必要事項（お住まい、

お名前、ご住所）をご記入の上作成し、郵送・ファックス・持参により、以下の宛先まで、お寄せ

ください。また、区ホームページからもご意見を書き込めます。 

なお、いただいた主なご意見の概要とそれに対する区の考え方などは、区ホームページなどで

公表します。 
 

【募集期限】 

1 月２８日（月） ～ 2 月２８日（木）必着 
 

【宛先】 

杉並区都市整備部市街地整備課地区計画係 

 〒166-8570 杉並区阿佐谷南1-15-1（区役所西棟３階９番窓口） 

 ファックス：03-3312-2907 

（タイトルを「阿佐ヶ谷北東地区に関する意見」としてください。） 

【ご意見をご記入ください】 
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N 

凡 例 ：対象地区 

まちづくり計画対象地区 

【対象地区】 

杉並区阿佐谷北一丁目３、４、５、６、７番地内 

（地区内で、営業されてる方、土地・建物の権利を

お持ちの方も含まれます） 

第８回意見交換会：平成３０年１２月１４日（金）／来場者１０名 

オープンハウス：平成３０年１２月１８日（火）／来場者１５名 

まちづくりルール（地区計画）のイメージ・意見交換会での主な説明内容等の要旨 

 目的 意見交換会での主な説明内容 

地区施設 
身近な公共空間（道路・緑地等）

の整備など 

〇みどりの保全と創出（けやき屋敷の保全する緑地） 

〇主要な道路の拡幅整備に合わせた、沿道敷地での歩道状空地の確保

を提案 

建 築 物 の 

緑 化 率 の 

最低限度 

できる限りみどりを保全。合わ

せて、新たなみどりを創出 

〇大規模敷地ゾーンについては、各街区（杉一小跡地や病院用地、  

学校用地）の特性に応じた緑化率の最低限度を提案 

壁面の位置

の制限など 

歩行空間やみどりの確保を踏

まえ、土地の有効利用に対応 

〇新進会商店街通り等における壁面の位置の制限については、段階的

な制限を提案（地上～４階程度、４階程度以上） 

〇壁面後退区域における門・塀、自動販売機等の工作物の設置制限 

建築物等の

高さの最高

限度 

統一感のある街並みを形成 

〇北東地区内の既存の建築物の高さ（２５m～３０m）を基本に考え

ることを提案 

〇基本的な高さを踏まえつつ、まちづくりへの貢献（みどりの保全・

創出等）などに応じた高さ制限の検討を提案 

建築物等の 

用途の制限 
地区にふさわしくない用途の

建築物の立地を防ぐ 

〇北東地区全域でふさわしくない用途の立地の制限の検討を提案 

〇検討に当たっては、現在営業している店舗の確認が必要 

〇上記の制限以外にも、容積率の最高限度、敷地面積の最低限度、建築物等の形態又は意匠の制限、垣又は

さくの構造の制限について、その目的や考え方の提案を行いました。 

昨年１２月に開催した第８回意見交換会及びまちづくりオープン 

ハウスでは、「阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画(中間のまとめ)」や

まちづくりルール（地区計画の活用）のイメージについて説明し、  

意見交換を行いました。説明を行った「まちづくり計画(中間のまと

め)」の概要については、別紙をご覧ください。 

また、まちづくりルール（地区計画の活用）のイメージについては、

活用を想定している街並み誘導型地区計画で決められるルールや目

的、意見交換会で提案した活用イメージについて説明を行いました。 

説明内容（要旨）を、下の表にまとめましたのでご覧ください。 

その後の意見交換では、「地区計画策定の手順」「杉一馬橋公園通り

等の道路整備」「地区計画による緑化率の考え方」などについて、   

ご意見を頂きました。 

第8 回意見交換会の様子 

オープンハウスの様子 

第８回意見交換会・まちづくりオープンハウスを開催しました！ 

 

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）は、1月28日（月）から市街地整備課地区計画係

（区役所西棟3階）、阿佐谷地域区民センター、区ホームページで、閲覧することができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№７ 平成３１年２月 

阿佐ヶ谷駅北東地区 

まちづくりだより 
日頃から、区のまちづくりにご理解、ご協力をいただき、ありがとうございます。 

区では現在、「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）」（以下、「まちづくり計画

（案）」という。」）についてご意見を募集しています。 

「まちづくり計画（案）」は、昨年 11 月に策定した「まちづくり計画（中間のまとめ）」と

同じ内容ですが、12 月に開催した第 8 回意見交換会やオープンハウスでのご意見も参考に、

今後のまちづくりの進め方などに修正を加え、取りまとめたものです。 

 「まちづくり計画（案）」については、1 月 28 日からの意見募集の開始と合わせて報告会

等を開催しご意見を伺いました。これまでに寄せられた主なご意見等の要旨と意見募集の 

方法を裏面にまとめましたので、ご覧ください。 

 なお、「まちづくり計画（案）」をはじめとする、阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりに関する 

主な資料は、杉並区公式ホームページに掲載しておりますので、是非ご覧ください。 

阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりに関する資料をご覧になれます 

杉並区公式ホームページには、阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりの取り組みに関する以下の 

資料を掲載していますので、検索方法と合わせてご覧ください。 

掲載資料 

〇阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案） （平成 31年 1月） 
 

〇阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（中間のまとめ） （平成 30年 11 月） 
 

〇意見交換会等で配布した資料（第 1～8回） 
 

〇阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくりだより（№１～６）  
 

※1月に開催したまちづくり報告会での配布資料は、 

阿佐谷地域区民センターにも置いてあります。 

検索方法 

杉並区公式ホームページ【アドレス www.city.suginami.tokyo.jp】 

トップページ ⇒ くらしのガイド ⇒ まちづくり ⇒ まちづくり ⇒ 阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり 

（また、トップページにある「ページ番号検索」に「１０４７９８５」と入力しても可能です。） 

 

 

 

 

※意見募集の方法等については、裏面をご覧ください。 

「阿佐ヶ谷駅北東地区 

まちづくり」の 

ＱＲコードはこちら 

「阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針」など、阿佐ヶ谷駅周辺のまちづくりに関する資料は、以下に掲載しています。 

 トップページ ⇒ くらしのガイド ⇒ まちづくり ⇒ まちづくり ⇒ 阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり 

 

iwatani-shige
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別紙３-２



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区 都市整備部 市街地整備課 地区計画係 

〒１６６－８５７０ 杉並区阿佐谷南１－１５－１ 

電話 03－3312－2111（内線３３７３） 

このまちづくりだよりの内容

に関する、ご意見・ご質問等は 

こちらまでご連絡ください。 

意見募集や報告会等でいただいた主なご意見等を紹介します 
 

これまでの取組と今後のスケジュール（予定）について 
 

「まちづくり計画」 

の策定 

平成 29 年度の取組経過 

Nenndo  

平成 30 年度 

平成 29 年 

11/19 開催 第１回意見交換会 

12/2 開催  第２回意見交換会 

 

平成 30 年 

1/16・17・21・22 開催 オープン

ハウス 

1/31 開催 第３回意見交換会 

2/23 開催 第４回意見交換会 

3/20 開催 第５回意見交換会 

8/29 開催 第 6 回意見交換会 

9/27 開催 第 7 回意見交換会 

10/16、19、20 開催 オープンハウス 

12/14 開催 第 8 回意見交換会 

12/18 開催 オープンハウス 

平成 31 年             

1/28 開催 まちづくり報告会  

1/31 開催 オープンハウス 

「まちづくり計画

（案）」に関する

意見募集を行っ

ています。 

（～２/２８まで） 

 【安全・安心について】 

〇杉一馬橋公園通りの 

拡幅などの道路整備が行

われ、非常時の消防活動が

可能な道路ができること

は、まちづくりの将来像に

ついて大きな改善の見通

しが立つこととなる。 

〇地区内は一方通行も 

多い。また、商店街通りを

救急車が通り危険である。 

現在の商店街の街並みを

変えてほしくない。 

 【まちづくり全体について】 

〇地区計画などは、今後 

どのように決められてい

くのか伺いたい。 

〇地区計画を条例で決め

る場合には、丁寧な説明が

必要である。  【土地利用について】 

〇運動場として地上部の

空地を確保できることは、

非常時における防災上の

安全性の確保にも寄与す

るものと考える。 
〇杉一小跡地の活用はど

のようになっているのか。 

 【まちづくり計画（案）について】 

〇まちづくり計画（案）は、

中間のまとめの段階から

どの部分が変わったのか

説明してほしい。 

 【みどりについて】 

〇これまでの意見交換会

で提案された、地区計画制

度を活用したみどりの 

保全の方法を、まちづくり

計画に反映するべきでは

ないか。 

（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）に関する意見募集について 

「（仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづくり計画（案）」に関して、皆さまからのご意見を募集して

います。（2 月 28 日（木）必着） 詳しくは、杉並区公式ホームページをご覧ください。 

 

検索方法 

杉並区公式ホームページ【アドレス www.city.suginami.tokyo.jp】 

トップページ ⇒ 区からのお知らせ ⇒ 平成 31 年 1 月 ⇒ （仮称）阿佐ヶ谷駅北東地区まちづ

くり計画（案）について 

（また、トップページにある「ページ番号検索」に「１０４８４３６」と入力しても可能です。） 

1 月 28 日から実施している、「まちづくり計画（案）」についての意見募集（2/8 現在）や

1 月に開催した報告会等で寄せられた主なご意見やご質問（要旨）をご紹介します。 


